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海
外
留
学
・
国
際
交
流

　

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
十
一
月
、
本
学
は
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
（
初
代
所
長
桑
田
三
郎
法
学
部
教
授
）。
こ
れ

に
よ
り
、
外
国
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
積
極
的
な
交
流
や
、
学

生
の
海
外
留
学
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
事
業
が
組
織
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
本
学
に
海
外
留
学
生
制
度
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。『
法
学
新
報
』
第

七
七
号
に
は
、
卒
業
生
の
中
か
ら
特
に
「
雋
し
ゅ
ん

秀し
ゅ
うの
士
」
を
選
ん
で

漸ぜ
ん

次じ

海
外
へ
留
学
さ
せ
る
方
針
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針

は
、
の
ち
に
東
京
法
学
院
学
則
上
で
「
本
院
卒
業
生
ニ
シ
テ
品
行

方
正
学
業
優
等
将
来
有
望
ノ
者
ニ
ハ
学
費
ヲ
貸
与
シ
テ
海
外
ニ
留

学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
る
に
至
り
、
制
度
化

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
も
と
づ
い
て
翌
九
八
年
に
は
、
花
井
卓
蔵
（
八
八
年
七

月
英
吉
利
法
律
学
校
卒
業
）
が
海
外
留
学
生
に
選
ば
れ
て
い
る
。

花
井
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
三
ヵ
国
へ
留
学
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
弁
護
士
活
動
が
多
忙
で
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
て
同
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
第
六
回
衆
議
院
議
員
選

挙
へ
の
出
馬
準
備
な
ど
が
重
な
り
、
結
局
留
学
は
実
現
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

花
井
に
代
わ
っ
て
新
た
に
留
学
生
に
選
ば
れ
た
の
が
、
渡
辺
豊

治
で
あ
っ
た
。
渡
辺
は
英
吉
利
法
律
学
校
英
語
法
学
科
に
特
別
認

可
生
と
し
て
入
学
し
、
八
九
年
七
月
に
同
校
を
卒
業
し
た
。
同
年

十
月
に
実
施
さ
れ
た
文
官
高
等
試
験
で
は
、
司
法
省
司
法
官
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
受
験
に
臨
み
、
み
ご
と
に
合
格
し
て
い
る
。

　

任
官
後
の
渡
辺
は
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
判
事
、
静
岡
地
方
裁

判
所
判
事
な
ど
を
歴
任
し
、
留
学
直
前
に
は
東
京
地
方
裁
判
所
部

長
を
務
め
て
い
た
。
文
官
高
等
試
験
は
、
当
時
最
難
関
の
試
験
で

あ
っ
た
か
ら
渡
辺
は
「
学
業
優
等
将
来
有
望
」
の
海
外
留
学
生
と

し
て
の
資
格
は
十
分
で
あ
っ
た
。

　

留
学
が
内
定
す
る
と
渡
辺
は
裁
判
所
部
長
を
退
職
し
、
九
九
年

十
二
月
、
ド
イ
ツ
に
向
け
て
旅
立
っ
た
。
留
学
先
に
ド
イ
ツ
帝
国
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海
外
留
学
生
の
誕
生

が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
当
時
日
本
に
お
け
る
法
学
の
潮
流
が
も
は

や
仏
法
で
も
英
法
で
も
な
い
こ
と
を
如
実
に
反
映
し
て
い
た
。

　

ド
イ
ツ
で
の
渡
辺
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ヒ
大
学
並
び
に
イ
エ
ナ
大

学
で
学
び
、
民
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
の
研
究
に
専
心
し
、

一
九
〇
三
年
七
月
に
は
「
ド
ク
ト
ル
、
ユ
リ
ス
、
ウ
ト
リ
ウ
ス
ク

エ
」の
学
位
を
得
て
、翌
八
月
に
帰
国
し
て
い
る
。
実
に
三
年
八
ヵ

月
に
及
ぶ
長
期
留
学
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
帰
国
後
の
渡
辺
は
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
だ
で
あ

ろ
う
か
。
彼
は
ま
ず
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
復
職
す
る
が
、
二

年
半
後
に
は
官
吏
を
辞
め
、
弁
護
士
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
渡

辺
は
ま
た
〇
五
年
か
ら
本
学
で
教
鞭
を
と
り
、
留
学
中
に
研
鑚
を

積
ん
だ
ド
イ
ツ
法
を
学
生
た
ち
に
講
義
し
、
一
三
（
大
正
二
）
年

十
二
月
に
四
十
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
ま
で
八
年
余
、
講
師
を

務
め
て
い
る
。

　

つ
ま
り
帰
国
後
の
渡
辺
は
、
司
法
官
僚
か
ら
在
野
に
身
を
転
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
渡
辺
の
転
身
を
み
る
時
、
本
学

最
初
の
海
外
留
学
生
と
し
て
の
留
学
経
験
が
、
彼
に
と
っ
て
い
か

に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
校
名
が
中
央
大
学
と
改
称
さ
れ
た
〇
五
年
の
九
月
に

は
、
第
二
回
の
留
学
生
と
し
て
、
大
場
茂
馬
が
法
律
学
研
究
の
た

め
ド
イ
ツ
へ
、
茅
原
廉
太
郎
（
華
山
）
が
英
語
学
研
究
の
た
め
英

米
両
国
へ
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
て
い
る
。

本学最初の海外留学生　渡辺豊治


